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文 化 財 学 習 会 

ふ る さ と 探 訪 
 

テーマ 男木島の水仙を訪ねる 

講 師 妹尾 共子（高松市文化財保護協会理事） 

日 時 平成３１年２月２４日（日） 
     

 

共 催 

高松市歴史民俗協会 

高松市文化財保護協会 

高松市教育委員会 
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１ 

男
木
島 

 

男
木
島
の
名
前
の
由
来
は
、
対
岸
の
女
木
島
の
「
メ
」
に
対

す
る
言
葉
で
、
島
を
男
女
に
見
立
て
て
命
名
さ
れ
た
と
い
う
説

や
、「
大
姫
（
豊
玉
姫
）
島
」
か
ら
き
た
と
い
う
『
古
事
記
』
に

ま
つ
わ
る
説
が
あ
る
。
島
に
は
平
地
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
斜
面

に
石
垣
を
築
い
て
造
っ
た
集
落
が
特
徴
的
で
あ
る
。 

 

鎌
倉
時
代
か
ら
、
対
岸
の
香
川
郡
笠
居
郷
に
本
拠
を
お
い
た

豪
族
香
西
氏
の
領
地
で
あ
り
、
室
町
時
代
の
末
頃
に
は
香
西
氏

の
一
族
で
あ
っ
た
高
原
氏
が
所
有
し
て
い
た
と
伝
わ
る
。
江
戸

時
代
に
入
り
、
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
幕
府
の
直
轄
地
（
天

領
）
と
な
っ
た
が
、
そ
の
後
、
高
松
藩
の
預
か
り
地
と
な
っ
た

り
、
大
坂
、
倉
敷
、
各
代
官
所
の
支
配
に
属
し
た
り
し
た
。 

明
治
維
新
後
も
倉
敷
県
、
丸
亀
県
、
名
東
県
、
愛
媛
県
な
ど

に
属
し
た
が
、
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
に
は
香
川
県
に
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属
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
は
女
木
・
男
木

島
併
せ
て
雌
雄
島
村
が
誕
生
し
、
翌
年
に
は
男
木
尋
常
小
学
校
が
開
校

し
た
。
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
高
松
市
と
合
併
し
、
現
在
に

至
る
。
平
成
三
十
年
十
月
時
点
で
世
帯
数
は
約
一
一
〇
戸
、
人
口
は
約

一
七
〇
人
。 

 

近
年
若
年
層
の
流
出
等
に
よ
り
過
疎
化
が
進
ん
で
い
た
が
、
平
成
二

十
二
年
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
で
は
、
累
計
約
十

万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
た
。
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
は
、
二
十
五
年
、
二

十
八
年
に
も
開
催
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
にⅠ

タ
ー
ン
、
Ｕ
タ

ー
ン
等
で
男
木
島
へ
移
住
す
る
人
が
増
え
、
二
十
六
年
に
は
小
中
学
校

が
、
二
十
八
年
に
は
保
育
所
も
再
開
し
、
図
書
館
も
開
館
し
た
。 

三
十
一
年
四
月
二
十
六
日
か
ら
始
ま
る
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
二
〇
一

九
に
お
い
て
も
会
場
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。 

    

男木島図書館 
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２ 

男
木
交
流
館 

 

男
木
交
流
館
は
、
瀬
戸
内
国
際
芸
術
祭
二
〇
一
〇
の
際
に
、
ス
ペ
イ
ン
を
代

表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
ジ
ャ
ウ
メ
・
プ
レ
ン
サ
が
手
掛
け
た
ア
ー
ト
作
品

（「
男
木
島
の
魂
」）。 

 

貝
殻
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
白
い
屋
根
に
は
、
日
本
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
、
ア
ラ
ビ

ア
語
、
ラ
テ
ン
語
、
中
国
語
、
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ロ
シ
ア
語
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
語
の

八
つ
の
言
語
が
不
規
則
に
並
ん
で
お
り
、
日
中
は
そ
の
影
が
地
面
に
映
る
。
夜

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
昼
間
と
は
違
っ
た
趣
が
楽
し
め
る
。 

 

男
木
交
流
館
は
現
在
も
観
光
案
内
所
や
地
元
の
人
々
と
の
交
流
の
場
と
し

て
活
用
さ
れ
、
男
木
島
の
新
た
な
名
所
と
な
っ
て
い
る
。 

 

★
ジ
ャ
ウ
メ
・
プ
レ
ン
サ
（
一
九
五
五
～
、
ス
ペ
イ
ン
） 

 

ス
ペ
イ
ン
を
代
表
す
る
世
界
的
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
、
鉄
や
ガ
ラ
ス
、
ブ
ロ
ン
ズ
な
ど

の
素
材
に
哲
学
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
、
独
創
的
な
立
体
作
品
の
制
作
で
知
ら
れ
る
。

 

他
の
作
品
は
、
東
京
都
港
区
の
虎
ノ
門
ヒ
ル
ズ
に
あ
る
「
ル
ー
ツ
」
な
ど
。 
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３ 

豊
玉
姫
神
社 

豊
玉
姫
神
社
は
、
創
建
が
天
正
八
年
（
一
五
八
〇
）
と
伝
え
ら
れ
、

豊
玉
姫
命
（
と
よ
た
ま
ひ
め
の
み
こ
と
）
を
祀
っ
た
神
社
で
あ
る
。
豊

玉
姫
命
は
神
武
天
皇
の
祖
母
に
あ
た
る
。
子
孫
繁
栄
、
安
産
の
神
様
と

し
て
知
ら
れ
、
こ
の
神
社
に
伝
わ
る
子
安
貝
（
神
具
）
で
お
神
酒
を
い

た
だ
く
と
無
事
に
お
産
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。 

港
の
大
鳥
居
か
ら
参
道
に
通
じ
て
お
り
、
階
段
を
上
り
き
る
と
島
の

集
落
や
瀬
戸
内
海
が
一
望
で
き
る
こ
と
か
ら
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

も
人
気
を
集
め
て
い
る
。 

 

★
豊
玉
姫
伝
説 

そ
の
昔
、
狩
り
の
上
手
な
山
幸
彦
（
や
ま
さ
ち
ひ
こ
）
と
釣
り
の
上
手
な
海
幸
彦
（
う
み
さ
ち
ひ
こ
）

と
い
う
兄
弟
が
い
ま
し
た
。 

あ
る
日
の
こ
と
、
二
人
は
お
互
い
の
道
具
を
交
換
し
て
、
山
幸
彦
は
海
へ
、
海
幸
彦
は
山
へ
と
出
か
け

ま
す
。 
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釣
り
に
出
か
け
た
山
幸
彦
は
、
大
槌
・
小
槌
の
間
で
釣
針
を
落
と
し
て
し
ま
い
ま
す
。
困
り
果
て
た
山

幸
彦
の
前
に
、
海
の
神
様
が
現
れ
、「
こ
こ
か
ら
東
へ
行
く
と
島
が
あ
る
。
そ
こ
に
探
し
て
い
る
釣
針
が
あ

る
。」
と
言
い
ま
す
。
そ
し
て
た
ど
り
つ
い
た
の
が
、
こ
こ
『
男
木
島
』
だ
っ
た
の
で
す
。 

上
陸
し
た
山
幸
彦
は
、
こ
こ
で
美
し
い
豊
玉
姫
と
出
会
い
、
お
互
い
に
一
目
惚
れ
を
し
ま
す
。 

や
が
て
身
ご
も
っ
た
豊
玉
姫
は
、
子
浜
（
こ
も
が
は
ま
）
で
出
産
し
ま
す
。
そ
の
姿
を
覗
い
て
は
な
ら

な
い
と
い
う
約
束
を
破
り
、
山
幸
彦
は
つ
い
覗
い
て
し
ま
い
ま
す
。
な
ん
と
姫
は
ワ
ニ
（
サ
メ
）
の
姿
に

な
っ
て
い
た
の
で
す
。
そ
の
姿
を
見
ら
れ
て
し
ま
っ
た
豊
玉
姫
は
、
と
て
も
恥
ず
か
し
く
思
い
、
男
の
子

を
お
い
て
、
海
深
く
へ
帰
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
た
。 

（
豊
玉
姫
神
社
看
板
よ
り
） 

※
生
ま
れ
た
子
は
、
ア
マ
ツ
ヒ
コ
ヒ
コ
ナ
ギ
サ
タ
ケ
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
（
鵜
葺
草
葺
不
合
命
）
と
命

名
さ
れ
た
。
こ
の
鵜
葺
草
葺
不
合
命
が
叔
母
で
あ
る
玉
依
姫
（
タ
マ
ヨ
リ
ヒ
メ
。
豊
玉
姫
の
妹
。）
と

結
婚
し
て
生
ま
れ
た
四
人
の
御
子
の
末
子
が
神
武
天
皇
（
カ
ム
ヤ
マ
ト
イ
ワ
レ
ビ
コ
）
で
あ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

※
豊
玉
姫
の
夫
で
あ
る
山
幸
彦
（
彦
火
火
出
見
命
・
ヒ
ホ
ホ
デ
ミ
ノ
ミ
コ
ト
）
は
、
男
木
港
か
ら
徒
歩 

約
十
五
分
の
と
こ
ろ
に
存
在
す
る
加
茂
神
社
に
祀
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
島
内
に
は
他
に
豊
玉
姫
と
山 

幸
彦
が
出
会
っ
た
と
い
わ
れ
る
「
神
井
戸
」
も
あ
る
。
子
の
鵜
葺
草
葺
不
合
命
は
屋
島
西
町
浦
生
の 

鵜
羽
神
社
に
祀
ら
れ
て
お
り
、
玉
依
姫
は
女
木
島
に
祀
ら
れ
て
い
る
。 
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４ 

男
木
島
灯
台 

男
木
島
灯
台
は
、
日
清
戦
争
直
後
の
明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）
に
起
工
さ
れ
、
同
年
十
二
月
十
日

に
点
灯
さ
れ
た
。
総
御
影
石
（
庵
治
石
）
造
で
、
日
本
に
二
基
し
か
な
い
無
塗
装
（
無
垢
）
灯
台
の
一
つ

で
あ
る
（
も
う
一
つ
は
山
口
県
の
角
島
灯
台
）。
昭
和
三
十
二
年
（
一
九
五
七
）
の
映
画
「
喜
び
も
悲
し
み

も
幾
歳
月
」
の
ロ
ケ
地
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。 

灯
台
完
成
後
は
、
職
員
が
家
族
と
と
も
に
移
り
住
み
、
孤
立
し
た
環
境
の
中
で
灯
台
の
管
理
を
行
っ
た

が
、
昭
和
六
十
二
年
（
一
九
八
七
年
）
に
無
人
化
さ
れ
、
灯
台
に
隣
接
す
る
職
員
宿
舎
は
灯
台
の
歴
史
を

テ
ー
マ
と
す
る
灯
台
資
料
館
と
し
て
整
備
さ
れ
た
。 

建
設
か
ら
百
年
以
上
経
過
し
た
現
在
に
お
い
て
も
保
存
状
態

が
極
め
て
良
好
で
、
建
築
当
時
の
姿
を
残
し
て
い
る
た
め
、
平
成

十
五
年
に
は
土
木
学
会
に
よ
り
歴
史
的
価
値
の
極
め
て
高
い
Ａ

ラ
ン
ク
の
保
存
灯
台
と
し
て
土
木
遺
産
に
認
定
さ
れ
た
。
ま
た
、

日
本
の
灯
台
五
十
選
に
も
選
ば
れ
て
い
る
。
灯
台
内
部
は
催
事
時

を
除
き
、
普
段
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。 
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５ 

水
仙
郷 

平
成
十
五
年
十
月
に
男
木
島
の
自
然
を
周
遊
で
き
る
全
長
千
六
百
メ
ー
ト

ル
の
「
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
男
木
島
園
地
」
通
称
男
木
遊
歩
道
が
完
成
し
た
。

こ
の
遊
歩
道
を
歩
く
こ
と
で
、
先
人
た
ち
が
残
し
て
く
れ
た
自
然
と
い
う
遺

産
の
大
切
さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
体
感
し
、
未
来
へ
引
き
継
い
で
ほ
し
い
と
い

う
願
い
か
ら
、
古
く
か
ら
島
に
自
生
し
て
い
た
日
本
水
仙
の
移
植
事
業
が
、

男
木
水
仙
郷
を
つ
く
る
会
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
現
在
は
約
千
百
万
本
の
水
仙

が
見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。 
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『
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・
物
語
を
届
け
る
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事
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２
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24

(

日)

】
男
木
島
の
ス
イ
セ
ン
郷
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１
１
０
０
万
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の
ス
イ
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と
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鮮
魚
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s://y
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sa

k
a
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i-isla
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d
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集合：男木交流館 

豊玉姫神社 

至：男木島灯台 

男木島図書館 

至：加茂神社 

迂回路及び帰り道 

ふるさと探訪「男木島の水仙を訪ねる」地図①（豊玉姫神社周辺） 
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ふるさと探訪「男木島の水仙を訪ねる」地図②（男木島灯台周辺） 

 

  

男木島灯台 
男木島灯台資料館 



 

2月２4日（日）復路 

◆フェリー 

男木港（13 時/15 時/17 時〔※最終〕）発。所要時間 40 分。 

 
 

最明寺 

✿次回のふるさと探訪は… 

◎テ－マ：「明治１５０年企画② 四国村を訪ねる」（予定） 

◎と き：平成 31 年 3 月 10 日（日）午前９時 30 分～正午 

◎集合場所：四国村入口付近 

◎駐 車 場：四国村駐車場（誘導有り） 

 ※数に限りがありますので乗り合わせ等の御協力をお願いします。 

◎講  師：加藤 彬さん（学芸員） 

◎参 加 費：９００円（高校生５００円、小中学生３００円） 

◎探訪距離：約３km（※坂があります） 

 

★公共交通機関 

♦琴電（琴電屋島駅から四国村まで徒歩約１０分） 

◎行き：高松築港(8:32 発）→瓦町(8:46 発）→琴電屋島(9:01 着） 

◎帰り：琴電屋島(12:21 発）→瓦町(12:40 発)→高松築港(12:45 着） 

♦JR（JR 屋島駅から四国村まで徒歩約２０分） 

◎行き：高松(8:33 発）→JR 屋島（8:48 着） 

◎帰り：JR 屋島（12:27 発）→高松（12:43 着） 

 

★注意 

☆広報「たかまつ」3 月１日号に開催案内を掲載予定です。 

（ホームページでは、より詳細な案内や過去の資料を御覧いただけます！） 

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。 

なお、中止かどうか御不明な場合、午前７時３０分～９時３０分に文化財

課（Tel 087-839-2660）でお知らせします。電話が通じない場合は実施予

定ですので、集合場所にお集まりください。 

 



 

 

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 
１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


